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What is snus

スヌースとは？そして用途は？
スヌースは、300年以上前から使用されている口腔用タ
バコ製品です。スウェーデン語の「スナッフ（嗅ぐもの）」
にちなんで名付けられたスヌースは、挽いたタバコの葉
に塩と水を混ぜて作られます。また、食品用のタバコの
煙の香りやその他の香料が含まれている場合もあり、ポ
ーションスヌースと呼ばれる小さなティーバッグ状の小袋
に入れたり、バラで上唇の下に置いたりして使用します。

スヌースは北欧、特にスウェーデンとノルウェーで最も広
く使われており、「スウェーデン・スヌース」と呼ばれる形
態の製品が市場の多くを占めています。

スヌースは、唇の下に装着することから、別の製品である
ニコチンパウチと混同されることがあります。しかし、ス
ヌースとは異なり、ニコチンパウチにはタバコが含まれて
いません。その代わり、植物繊維にニコチンを染み込ま
せて作られています。1

スヌースがタバコやリスクの高い口腔用タバコより安
全な理由
喫煙による健康への悪影響は、燃焼過程によって発生する煙に含まれる多数の有害化学
物質によって引き起こされることが、現在では広く理解されています。スヌースはタバコと違
い、タバコを燃やさないため、喫煙に伴うリスクの多くを回避することができます。

スウェーデンのスヌースは、その製造方法においても、他の口腔用タバコ製
品とは一線を画しています。他のスモークレスタバコとは異なり、スウェーデ
ンのスヌースのタバコは発酵させずに低温殺菌されています。この熱処理に
より、タバコ製品に含まれるさまざまな有害物質の生成を助けるバクテリア
の繁殖が抑制されます。また、低温殺菌は化学的安定性にとっても優れてお
り、より長く製品を保存することができます。

北欧のスヌースのほとんどはスウェーデンで製造され、スウェーデン食品法
のもと食品として規制されています。また、スヌース製品の自主品質規格で
あるGothiaTek®規格があり、金属、亜硝酸塩、ニトロソアミン、農業用化学物質、マイコトキ
シン、アルデヒドなどの特定の成分について最大値を定めています。2 また、タバコの栽培方
法についても厳しい要件が設けられています。スヌースに使用されるタバコは、空気乾燥ま
たは天日乾燥されたたばこ葉されており、有害物質であるベンゾ（a）ピレンの濃度を大幅に
削減しています。3

製造方法や成分は長期間にわたって概ね同様である一方、スヌースの製造方法は20世紀に
入ってから、より安全に重点を置くようになりました。過去数十年の間に各メーカーが導入し
た変更により、製品に含まれる不要な物質量は大幅に削減されました。

スヌースの使用は紙巻きたば
この喫煙とは異なり、たばこ
を燃焼させないため、喫煙に
伴う多くの健康リスクを回避

することができる。
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喫煙者はタバコからスヌースに切り替えるべきか
何世紀にもわたって使用されてきたにもかかわらず、スヌースの安全性が疫学的・臨床的調
査によって確認されたのはごく最近のことです。しかし現在では、完全に禁煙した人とスヌー
スに切り替えた喫煙者の間で健康調整余命にほとんど差がないことが研究によって示され
ています。4

スヌースには、紙巻たばこの煙に含まれるさまざまな有害物質が比較的低い
濃度で含まれています。例えば、低温殺菌処理により、スヌースに含まれるタ
バコ特有のニトロソアミンの量が抑えられています。これらの化学物質は、タ
バコに含まれる主要な発がん性物質の1つであり、タバコと無煙タバコの使用
による肺、口腔、食道、肝臓のがんと関連があると言われています。5

米国では、肺がん死亡のうち約80％から90％が喫煙に関連しています。6 し
かしスヌースは、燃焼がなく、タバコ成分の曝露が気道を通して吸入されな
いため、肺がんのリスクは極めて低いと考えられています。7 一酸化炭素を吸引することもあ
りません。

スヌースの使用と口腔咽頭癌（口のすぐ後ろの喉の部分に影響を与える癌）の
間には関連性はありません。8 対照的に、英国では口腔咽頭癌の25％は喫
煙が原因です。9 スウェーデン式スヌースの使用は、男性における膵臓
がんの発症との関連は認められていない。10 タバコの代わりとして
使用するスヌースは、心血管疾患の発生を減らす可能性も見ら
れています。11

スヌースの使用と糖尿病の関連性はほとんど報告されて
いません。研究では、スヌースの大量消費（週4缶以上）
は糖尿病発症のリスクとなる可能性が示唆されています
が、これらの結果は決定的ではありません。12

スウェーデンおよびノルウェーでは、スヌースの高い利
用率と極めて低い喫煙率および喫煙関連疾患との関
連が確認されている。2024年のスウェーデンでは、16
～84歳の人口のうち毎日喫煙している人は5.4％であ
ったのに対し、毎日スヌースを使用している人は15.7％
であった。16～29歳では、喫煙率はわずか2％まで低下
している。¹³ スウェーデンは欧州で最も喫煙率が低い国
であり、15～54歳の成人集団において、成人喫煙率5％
未満と定義される「スモークフリー」を達成したEU加盟国
としては唯一の国である。¹⁴ 比較すると、この年齢層における
EU平均の喫煙率は24％である。¹⁵ また、スウェーデンの男性は
欧州で最も低いたばこ関連死亡率を示しており、喫煙に起因する
死亡者数は10万人当たり152人である。これは欧州平均の10万人当た
り373人を大きく下回る。¹⁶

また、スヌースは紙巻きたば
この代替製品として利用さ

れることで、心血管疾患の発
症率を低減する可能性も有

している。
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ノルウェーでは、過去数十年にわたるスヌース使用の増加とともに、喫煙率が大幅に低下して
いる。2005年には16～74歳のノルウェー人の25％が毎日喫煙していたが、2023年にはその割
合は7％まで低下し、16～24歳ではわずか3％となった。一方、2005年には16～74歳の5％が
毎日スヌースを使用していたが、2023年にはその割合が16％へと3倍以上に増加した。2017
年までに、スヌース使用者数は喫煙者数を上回っている。¹⁷

スヌースはタバコ喫煙の入り口となり得るか
ゲートウェイ仮説によると、これまで喫煙していな かった人がスヌースを使
用すると、非使用者よりも喫煙を始める可能性 が高くなると予測されていま
す。しかし、スウェーデンでゲートウェイ効果の可能性を検証した証拠の見解
では、スヌースは喫煙に向かうというより、むしろ喫煙からユーザーを遠ざけ
るのではないかと示唆されています。18 比較的リスクの低いニコチン製品とし
て位置づけられるスヌースは、禁煙を助けるツールとして機能するだけではな
く、そもそも喫煙を始める人の割合も減少させる可能性があります。

スヌースは全世界で合法か
スヌースは世界52カ国で禁止されており、その多くの国での規制状況は複雑です。EU域内で
は、スヌースをオンラインで購入したり、取引のために製品を輸入することは違法ですが、人
々が個人的に使用するために輸入することを妨げる法律は存在しません。この規則は、1995
年のEU加盟時にディロゲーション（免除）を得たスウェーデンを除く、EU加盟国すべてに適
用されます。この法律は、1992年に英国でSkoal Banditsという湿った無煙タバコのブランド
が発売され、口腔用スナッフが禁止された後に制定されました。この製品と口腔がんとの関
連を示唆する根拠のない懸念に加え、Skoal Bandits が10代の若者を標的として販売され
ているとの懸念が、英国での禁止措置につながり、その後EUもこれに追随した。19

スヌースの入手可能性の拡大は、公衆衛生にどのよう
な利益をもたらすか
もしEUでスヌースの禁止令が撤回された場合、EUでは30歳以上の男性で年間約32万人の
タバコ関連の早期死亡を防ぐことができると見込まれている。20

欧州委員会のレビューでは、無煙たばこ製品をたばこに完全に置き換えることで、最終的に
現在喫煙によって引き起こされている呼吸器疾患による死亡をほぼすべて防ぎ、現在喫煙に
よって生じている心血管死亡率を少なくとも50％減少させると結論付けている。21

規制当局や保健機関によるスヌースへの見解
2016年の報告書『Nicotine without smoke: Tobacco harm reduction 
（煙のないニコチン：たばこ害低減）』において、英国の王立医師会は、より安全なニコチン
製品としてのスヌースの可能性に言及しました。それは次のように述べています。「スウェーデ
ンにおける[...]スヌスの入手可能性と使用は、[...]かなりの割合の喫煙者が、健康への危険性
が低い、社会的に受け入れられ、手頃な消費者の代替品があれば、喫煙タバコから代替品に
切り替えることを示しています」。22

より安全なニコチン製品とし
ての特性を踏まえると、スヌ
ースは禁煙を支援する手段
として機能するだけでなく、
人々がそもそも喫煙を始め
る割合を低下させる可能性

も有している。
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2019年10月、米国食品医薬品局（FDA）は、スヌースメーカーである
Swedish Matchに対し、同局として初となるModified Risk Tobacco 
Produc t（MRTP）認可を付与しました。2 3この決定により、同社の
「General Snus」8製品について、紙巻たばこと比較した場合の特定の健
康リスクの低減に関する情報を付した販売が認められました。

FDAの要約では、「利用可能な科学的証拠は、8種類のGeneral Snus製品
のみを使用することで、個々のたばこ使用者における健康被害およびたば
こ関連疾患のリスクが大幅に低減されることを示している」と述べられてい
ます。また、「これら8種類のGeneral Snus MRTP製品は、集団全体の健
康に利益をもたらす」と付け加えています。

さらにFDAは、「『紙巻たばこの代わりにGeneral Snusを使用すると、口腔がん、心疾患、
肺がん、脳卒中、肺気腫および慢性気管支炎のリスクが低下する』という主張は、科学的に
正確である」と述べています。

まとめ
スカンジナビア諸国におけるスヌースの使用実績は、たばこハームリダクションの有効性を
裏付ける十分なエビデンスを提供している。長期的な疫学データは、スウェーデンおよびノル
ウェーの両国において、人口の相当数がスヌースを使用していることが、極めて低い喫煙率
および喫煙関連疾患の発生率と関連していることを示している。したがって、スヌースが禁止
または厳しく規制されている国では、消費者は個人および公衆衛生の改善に寄与することが
実証されている製品へのアクセスを制限されていることになる。

本資料は2022年9月に初版を公開し、2026年5月に更新された。

さらに2019年10月には、米
国食品医薬品局（FDA）が
スヌース製造業者に対し、
同局初となるリスク低減た

ばこ製品の認可を付与した。
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